
 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和２８年６月、北九州市では、長雨や集中豪雨により各地で土砂災害や河川はん濫などが発

生し、死者・行方不明者合わせて 183名となる大災害に見舞われました。 

過去に北九州で起こった災害を教訓に、災害を他人事とは思わずに、家族、地域や学校で災害

について考えて見ましょう。（参考 北九州市ＨＰ 等） 

☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂☂ 

昭和２８年西日本水害（しょうわ 28 ねんにしにほんすいがい）は、１９５３年（昭和２８年）６月２

５日から６月２９日にかけて九州地方北部（福岡県・佐賀県・熊本県・大分県）を中心に発生した、

梅雨前線を原因とする集中豪雨による水害です。 

阿蘇山・英彦山を中心に総降水量が 1,000mm を超える記録的な豪雨により、九州最大の河

川である筑後川を始め白川など九州北部を流れる河川がほぼ全て氾濫、流域に戦後最悪となる

水害をひき起こし死者・行方不明者 1,001名、浸水家屋４５万棟、被災者数約１００万人という大

災害となりました。この水害により筑後川など九州北部の河川における治水対策が根本から改め

られることになり、現在においても基本高水流量の基準となっています。 

この九州北部を襲った水害は気象庁による明確な災害名が付けられておらず、熊本県では「白

川大水害」または「6.26水害」、北九州市では「北九州大水害」など、地域によって様々な呼称が

用いられています。 

昭和２８年西日本水害では阿蘇山麓や英彦山麓、脊振山地などの九州北部山間部で記録的な

豪雨をもたらしました。６月２５日の降り始めからの総降水量は熊本県鹿本郡山鹿町（山鹿市）で

1,455.3mm を記録したのを始め、筑後川本流上流域（杖立川・大山川）で 900-1,000mm、

支流玖珠川流域や阿蘇山、大分川上流域、矢部川上流域で 800-900mm、北九州や背振山地

で 500-600mm と猛烈な豪雨を記録しています。また、１日の降水量も山鹿町の 528mm を皮

切りに福岡市、佐賀市、熊本市などで 300-400mm を超え、時間雨量も福岡県小倉市（北九州

市小倉北区・小倉南区）で 101mm、熊本県阿蘇郡小国町宮原で 90.2mmなどと短時間・長時

間問わず記録的な豪雨となりました。 

豪雨のピークは２５日-２６日頃には福岡県筑後地方・熊本県・大分県などが中心でその後徐々

に北へと移動し、２８日-２９日頃には北九州が豪雨のピークとなっています。また降雨分布も河川

の上流・中流・下流を問わず流域の広範囲にわたって豪雨が降り注いでいます。 

数年前も大雨が降った時がありました。（生徒の皆さんは小学生だったと思います）待機命令が

出され、先生は当の勤務先の洞北中（若松区）に向かいました。しかし、ＪＲ若松駅前は冠水で通

行止め、海側に回ったのですが、電源開発（脇田の海岸付近）付近が土砂崩れで車線規制になっ

ていました。やっと洞北中についたと思ったら、学校周辺の道路はすべて冠水状態で、田んぼと道

路の区別さえできませんでした。校区内の江川小、ひびきの小、花房小と連絡を取ったのですが、

洞北中、江川小が完全に孤立状態でした（先生は一人で学校にいました・・・）。 

このように災害はいつどこで起きるかわかりません。日頃から防災意識を高めることはもちろん、

避難訓練などの活動には真剣に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      北九州市立板櫃中学校 学校通信 第 31号 
 
 
 
 
 
 

令和５年６月８日（木）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

防災・減災意識をもとう①～北九州大水害の記憶～ 


